
●液化炭酸ガスを原料に300gのドライアイスインゴットを

自動生成する装置です（1分あたり3～4個生産）

●キャスター付きで場所を問わずご使用頂けます

●簡単タッチパネル操作

●必要な時に必要な量だけ自社製造可能

ドライアイスステーション
ドライアイスインゴット製造装置

製品特徴

株式会社ドライアイスサービス
千葉市若葉区殿台町595-1

TEL:043-255-5640
https://www.dryice-service.co.jp/

仕様

ドライアイスステーション（品番:DS-01）品名・品番

W440ｘD800ｘH1220mm（突起部含む）装置寸法

250kg重量

3相200V 50/60Hz 1.5kw電源・消費電力

3ｍ 接地 3P 20A 250V用防水プラグ付き電源コード・プラグ

低温液化炭酸ガス（LGC容器から供給）※1原料

130x75x20mm ※2ドライアイス寸法

1.4~1.5g／c㎥ドライアイス密度

最大4個／分 ※3製造能力

液化炭酸ガス用高圧ホース（両端W22-14右ネジ）、取扱説明書付属品

日本語表示タッチパネルコントロールパネル

LCO2吹込ライン高圧ｶﾞｽ保安法対応

製造:株式会社 櫻製作所

ドライアイスインゴット寸法
130ｘ75ｘ20（300g）

地下室や換気の無い室内で使用しないで下さい。酸欠、二酸化炭素中毒の恐れがあります。

2階以上の場所や付近に地下室、ピットがある場所で使用しないで下さい。発生した二酸化炭素が下階や地下へ流入し、酸欠、二酸化炭素
中毒の恐れがあります。

本体から放出される二酸化炭素ガスを触ったり、顔を近づけたりしないで下さい。凍傷や酸欠、二酸化炭素中毒の恐れがあります。

製造したドライアイスを地下や車内、換気のない室内に放置しないで下さい。発生した二酸化炭素により酸欠、二酸化炭素中毒の恐れがあり
ます。

製造したドライアイスを素手で触らないで下さい。凍傷の恐れがあります。

禁止事項
ドライアイス製造時、本体からは極低温の二酸化炭素ガスが放出されます。使用方法を誤ると凍傷や酸欠、二酸化炭素中毒により
死亡または重症となる恐れがあるため、下記の事項を遵守して下さい。


